
薬事日報　薬学生新聞

（４ページへ続く）

　製薬企業では、製品に対する適切な
情報であったり、適正使用のための情
報をしっかりと発信するという意味で
は、医療に携わる一員の役割を持って

医療に貢献している
のではないかと思い
ます。
　――製薬企業で働
いていて、薬学部出
身としての強みを感
じたことはあります
でしょうか。
　新入社員で製薬企
業に入社してＭＲと
して働いていた時に
特に感じたことです
が、自社製品につい
ていろいろ勉強した
時に、薬学部出身者
でないＭＲは勉強が
非常に大変そうでし
たので、その点では
アドバンテージがあ
ったのかなと感じて
います。また、製剤

の安定性や薬物動態という部分につい
ては、やはり薬学で学んだ知識を生か
して内容をしっかりと深く理解できる
強みがあると思います。

　――高澤さんは大学院に進まれたと
お聞きしました。なぜ大学院に進もう
と考えたのでしょうか。また、卒業さ
れる段階で大学院に進まれたのか、あ
るいは社会人として仕事を経験してか
ら大学院に進学されたのかも教えてく
ださい。
　大学院（ビジネススクール）に進ん
だのは、製薬企業に就職してしばらく
経ってからです。当時はマーケティン
グ業務を担当していたのですが、マー
ケティングの仕事をしていくうちに、
改めてマーケティングと経営について
学びたいと思ったのがきっかけでし
た。会社のプログラムなどではなく、
個人的に進学しようと思い、大学院は
働きながら通っていました。
　私は、ずっと製薬業界のことしか知
らないので、他の業界はどうなってい

るのかに興味がありましたし、マーケ
ティング業務に限らず、他業種の企業
ではどのような判
断でマネジメント
が行われているの
かを学びたいとい
う気持ちがありま
したね。
　――現在のメデ
ィカルアフェアー
ズの仕事におい
て、部下の仕事を
どのようにマネジ
メントして、どの
ように業務の質を
担保しているのか
教えてください。
　現在の部署は、
オンコロジー領域

や他社での経験など、様々な経歴を持
っている人が集まっているグループで
す。いままでオンコロジー領域の経験
がなかったり、オンコロジー領域の経
験はあるものの、他社で働いていた人
は弊社での業務の進め方を知らないこ
ともあります。ですから、異なる経験
を持つスタッフでペアを組んだり、チ
ームを組んで業務にあたるように工夫
しています。
　皆で協力しながら仕事をすること
で、新しいこともできますし、質の担
保もできると思っています。例えば、
２人で業務に携わることでダブルチェ
ックにもなりますよね。そういったス
タッフの組み合わせによって業務を進
めています。
　管理面では、最初にできるだけ業務
の方針を確認し、すり合わせをしっか
り行います。その時点で「少しハード
ルが高そうだ」とか「この体制では混
乱する」などといった状況が予想でき
ますので、スタッフと打ち合わせや確
認するタイミングを決めて業務を進め
ています。他の業務で何か抱えている
ものがあれば、必要に応じて調整した
り、優先順位を明確にしていますね。
　――オンコロジー領域のメディカル
アフェアーズ業務ではどのようなニー
ズがありますか。
　オンコロジー領域で特徴的だと思い
ますが、安全性に関する問い合わせが
多いですね。抗がん剤は有害事象の発

現頻度が高いですので、医療現場では、
それをいかに管理して抗がん剤治療を
進めていくかが鍵となります。私たち
メディカルアフェアーズ部門では、そ
ういった安全性をマネジメントするた
めの情報提供にニーズがあると感じて
います。
　――これまでのＭＲやマーケティン
グ、メディカルアフェアーズの業務の
経験で共通して役に立ったスキルや大
事にしていることは何でしょうか。
　どの職種でもそうですが、相手のニ
ーズを理解することが大事ですね。
コミュニケーション能力、特に聞く力
が大事だと思います。相手から話して
もらっても、それが真意かどうかと
いう、この聞く力は常に難しいと感じ
ていますし、だからこそ必要だと思い
ます。
　特に内勤業務では、様々な部署のス
タッフと連携しながら仕事をしていき
ますので、調整力なども必要になって
きます。これもコミュニケーション能
力があってこその仕事だと思います。
私が大事にしていることは、周囲の
方々への感謝、尊敬の気持ちが本当に
大事だなと思います。そう思ってもら
えるような仕事をしなければいけない
といつも自分に言い聞かせているとこ
ろです。
　――現在のメディカルアフェアーズ
の業務で難しいと感じている部分はど
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製薬企業での仕事について語る高澤さん
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